
 

 

高岡市高齢者保健福祉計画・高岡市介護保険事業計画・高岡市認知症施策 

推進計画（R9～R11）の考え方 

 

 

 

〇2040年を見据えた計画の策定 
本市ではこれまで、地域包括ケアシステムの「仕組みづくり」「人づくり」「地域力向上」に取り組んで

きた。今期は更に、新たにデジタル連携による効率的かつ効果的な支援体制の構築に努めてきたところ。 

本市の中長期的な人口動態を見ると、担い手となる生産年齢人口が減少の一途をたどる一方、高齢者人

口は2030年に75歳以上、2035年には85歳以上がそれぞれピークを迎える。これに連動して、介護サービス

の需要は2040年ごろまで増加し続ける見込みである。 

このように年々深刻化する需給ギャップに対応していくためには、限られた社会資源のなかで地域包括

ケアシステムを持続可能な体制へと深化させていくことが不可欠である。そこで、介護予防施策をさらに

推進することはもとより、限られた地域の社会資源を有機的に結びつけるなど、持続可能で好循環をもた

らす地域包括ケアシステムへと最適化していく。 

そこで次期計画においては、最適化に向けた施策の着実な実施を軸として、医療・介護連携の強化、認

知症施策の推進、介護人材の確保、およびデジタル活用による生産性向上を一体的に推進し、限られた社

会資源を確実に未来へとつないでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【第９期高岡市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（抜粋）】 

【推計値】 高岡市の人口（出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（Ｒ５年推計））                 （人） 

  2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 

総人口 166,393 159,568 151,998 143,996 135,667 127,318 119,270 

生産年齢人口 92,125 88,285 83,664 77,629 68,809 62,588 57,832 

65～74歳人口 27,092 20,966 19,258 20,350 23,252 22,535 18,301 

75歳以上人口 29,646 34,732 35,265 33,506 31,805 31,238 33,262 

85歳以上人口 10,187 11,036 12,703 15,836 15,368 13,727 13,095 

＜基本的な方向性＞ 

  2040年を見据えた、限られた社会資源のなかでの持続可能な制度運営 
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参考：年々深刻化する受給ギャップ   [前頁の【推計値】高岡市の人口（出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（Ｒ５年推計）） をグラフ化したもの] 
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